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化学プラントにおける廃出物の回収装置
クローズド サイクル化

RecoverY SYStemfor ChemicalPlant Waste

Closed CYCte SYStem

北が凹の化学_1二某を収I)まく環境は,午々厳Lく無公′L仁･行資源など,これの解

才人いかんによっては,化′羊_1二紫自体の存続すら危ぶまれる趨勢になりつつある｡

日立製作析は,無公Tii三･指資源の線にブ岱って,化ヴ:プラントのクローズド サイク

ル化に対するり臼党･研1たを重ねてきたが､ここに克之近汀咤よく工業化に成功し,順

朋に稼動している日立塙腰回収装揖と,アメリカ,アモコ什より海人した技術を旭

に,匡l内‾封1引二通子ナするプラントの計軌.設計,建設を二･3三岡した【l〃二硫黄Ⅰロ川丈装i左

の概安,及び亡枯徽,莫逆転デーータなどについて論述する｡

山 緒 言

環塙イ米仝は,人相拡大の課題となり,各方向において柁々

の汚阜たl;ガ止策が推進されてきた｡

一一方,省資i原･省エネルギ【の必要性は,昭和48年秋のい

わゆるイ一丁油ショックを契機として一一指と強く叫ばれ,世界各

円にjiいて,エネルギー需給の比良しと省エネルギー量の目

標設三右がなされている｡

このような世界情勢‾‾卜にあって,才了油供給量のf■i】ji成,価桁

の高騰,環境保全費の州大,新産業立地確保上の制約など,

我が同の化学工業を収りまく環境は非常に厳しく,/トや,無

公;圭子･告発i偵化を解決せずには,その発展はおろか,存続す

らも許されないといっても過言ではない状態になった｡

化く!f:機械業界も,化学工業界のこれらの趨勢に従って化学

プラントのクローズド サイクル化の研究,開発に慈欲的に耽

り組み始めた｡

日立製作所においても､ニの仰の課題にJILくから収り組ん

できたが,このたび塩戸唆1と-川丈装i琵と硫黄【叫収装道のプロセス

をそれぞれ確立し,いずれもこれまでに数セットの逆転工夫プ抗

を村たのでここに寿子弓介する｡

(1)【l立塩酸岨収装置

昭和47年2上-】に昭和`〔註工株式会社と工業規佗のプラントの

共川1iり先に茄子L,問題点の確認実験と並行しながら,liiJ午

9月に埴i設を1こ了した｡その後約3佃fll糊の三∫〔逆転.澗畔を経

て営業逆転に人り,+丸在まで順.洞に稼動している｡その川､

大きなトラブルもなく知期間に+二業化し悶たのは,この純グ)

プラントでは匝i期的なことであると思われる｡

二の論文では,

(a) プロセスを確_正するに当たって何首.した.･.-､く

(i)有11手塩素の発牛量を少なくする燃焼‾方法

(ii)トラブルのない維折的な詣f止かlスf令却装置

を中心とした78ロセスの説明

(b)プラントの仕様と千丈運転デーータ

につき述べる｡

(2)日立硫黄担川又装置

昭和47年に,アメリカ,アモコ祉と硫黄回収業吊の一鳩本技術

に関して技術j是携を結び,既に設i汁ノウハウも確立している｡
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ニニでは､特に装道三のコンパクト化,日動安克三通転方i去,

テ【ルガ､ス処J≡甘方法など,日立製作所独白のくふうを加えて

いる一㌔l土を中心とLて述べる｡

凶 日立塩酸回収装置(特許出願中)

2.1 プロセスの説明

2.l.1 燃焼工程

イ捕覧塩化物を燃焼するとき,塩化水素ガスとともに塩素オ､

スが発生することは避けられないが,この塩素かゝスは有害な

ため,大吉(放川前に除去することを法規で航し〈規定されて

いる(神奈川県条令によれば,排ガス中のHClは5ppm以‾卜

Cl2は1ppmと規制されている)｡通常の燃焼方法では,燃焼

ガス中に数日～数千ppmの塩素カ､､スが発生するが,日立塩酸

伺収装置は,塩素除去よりもまず燃焼時に塩素ガスの発/Lを

椀ブJ抑える〃i去(特許出煉針‡--:水を噴霧して燃焼ガスi止J空を

一一丈三に保つ‾方ブ去)を採っており,これによれば,塩素ガス発

′-L品を0.1～1.Oppm柑空に抑えることが‾吋能である｡

水を燃焼炉内に噴霧した場合の燃焼反応式は,次式でホさ

れる.っ

aCmHnClp＋bO2＋cH20→

qco2十rH20十sHCl＋tO2十uH2＋vC12……(1)

また,一
一方人イ本に悪i影響を及ぼすとともに,燃焼炉,及び

什鳩.品の耐久年数を如くするといった幣1享子のある塩素ガスの

充_′1二に捌与する化学反応ノじは,

4HCl＋02空き2H20＋2Cl2‥…･ ‥‥･‥‥(2)

であることはよく知られている｡〟1は反応一平衡定数であり,

その値は,

〟1
〔c12〕2〔H20〕2

〔HCl〕4〔02〕

で求められる｡この平衡定数∬1とf比度rとの関係を図1に示

す｡f法度Tの上昇とともに,その他は′トさくなる｡従って,

前i言己(2)式と図lから明らかなように,塩素ガスの発生を抑え

るためには,(1)燃焼ぎ止度を上げること,(2)水の分圧を_Lげる

こと,(3)酸素の分圧を下げればよし､ことが分かる｡しかし燃
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図l平衡定数と温度の関係 燃焼温度が高くなるにつれて,塩素発

生量は少なくなる｡しかし,定価で耐久性,耐スポーリング性に優れた材料の

最高使用温度はI,250□cであり,水を炉内に噴霧Lてこの温度以下で操作する

とともに塩素発生を抑制Lてし､る｡

焼iエ王り空については,税イ1ミニの抑グ)炉材において安価で耐久件,

耐スポーリング件の似れた材料の姑i引か†川‖L性は約1,2500c

であり,従って燃焼ガスブ比性は,それ以‾卜に抑える必要があ

るくっ従来,この仰の燃焼iムふ性を1,2500c以下に抑える方法と

しては,燃焼空1t量を過剰にすることなどにより行なわれて

いたが,この方法によると塩素か'スが多量に発tLする｡そこ

で実l祭に,イj一機塩化物を燃焼させるに当たってはか柑の耐久

√

0

◎

10

燃 焼 炉

＋
クエンチャー

耐酸性耐火物

萱表芸多孔質カーボン

■■不浸透性カーボン

()

件の問題から,燃焼i比性を卜げるとともにイJで子なJ息素ガスの

発ヰニを抑える必要が山てく る｡

日立塩酸1日川l装置は,炉内に供給された塩化物は圧縮空1も

によl)噴霧され,1主炎で燃焼するとともに,その炎に水､又

は水溶液が直接噴謁される｡この噴霧水のカ与党潜熱を利用し

て燃焼fエIL性を‾Fげ,且つ水の分圧を上げて塩素ガスの党1二を

抑r別Lている｡

2.l.2 冷却工程(クエンチャーシステム)

燃焼ガスを塩轍吸収塔に高f.■..‡.のまま供給すると,吸収塔内

而(ゴムライニングなど)がたちまち†壬されるので,まず冷

却する必繋がある｡Lかし,冷却‾方法もまた帖j加てJ,材質的

に問題が多く,様々なくふうがなされているにもかかわらず

解決したとはいえなかった〔,

!-I二在塩i唯ki川丈装i‾削二おし､ては,図2にホすようなクエンチ

ャーでこの問題が解f来されている(帖許け1願小)｡

クエンチャーは,l勺筒が多才L質カーーボン,外筒が不さ∫辻j重力

ーボンで作られたベンチュり形の‾‾‾__正常で,環状一部に塩西気

丈は水を人れて､二れをIlデ川l孔かご〕1勺話【;に噴窮させてオスを

Jて油jL,同時に多孔田カーボンからにじしみJ†=Jた液が内向を

ぬらし,■亡1了if.■.1トゲスが直接カーーボンに触れるのをl坊いでいる｡

二れによって,塩恨,ノJ絹女ガ､ス,水などの高～J.】‡,f比でナガスを900c

柑望まで急fて}することが叶能である｡多孔質カーボンの寿命

は急激なi占.t性変化に伴う熱応プJノ女び恨化繊粍,樗氏などによ

り破す呈をされることなく上主いので,メインテナンス亨㍗1]の節減

が同れる⊂.

2.1.3 塩化水素ガス吸収工程

塩化水素ガスの収収は,通常2f_貨の吸収ゾーンをもつ充唄

塔で行左･うっ ‾Fi二_貨の暇収ゾーンでは,収収液をi了㌻却熱交換器

によりi令+三りLながらポンプで術環仲桶L,塩化水素ガスを畷

収するし,下jて_貨の岐収ゾーンでl吸収されない比化水素ガスは､

掛二卜i三文のL馴文ゾーンで肺環lリ糾丈液により収収される｡塩化

水素ガスを吸収Lた槻収液は,卜肝腎を流下Lて‾Ff貨の吸収

液となる｡上lて貨の循環収収液には,プロセス水が補給されて

軒

No. 名 称

巾 廃液ガスバーナ

･〔令 圧縮空気

③ 燃焼空気

塚)

⑤

冷却水

のぞき窓

冷却水一---

一一冷却水

一一冷却水

一一冷却水

---一塊収塔

図2 燃焼室及びクエン

チャー系統 燃焼室に

クエンチャーが直結されてい

るので,コンパクトな構造と

なり,このクエンチャーでノ令

却,集塵が行なわれる｡
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HC15ppm以下

Clこ21ppm以下
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図3 18v〉t%塩酉安回収系統区】

程とLて抽出蒸留工程が必要となる

回収塩酸濃度とLて35v)t%,あるいは無水塩酸を回収する場合は､後工

いるご､ニグ)納轟た水水もtをコントロールすることによi)矧1■】▲け証

惟)の膿性を;別御‡ノてし､る｡

また,純水仙囁とLてf‖柑止する上姑丁㌻は,子安+二村としで放牧

+_二什を加えることにより吋旭となる､-,

2.1.4 除書工程 く排ガス洗浄工程)

比始り別丈塔を山たガスは,‡;うミニi享子塔に人りイJ▲`.i子物貨写のl;jミよを

行なうL,二のとき,辿ノ.1=ま岐収液とLてカセイ溶液が仙川さ

れているが,二の燃焼方J二じでは,燃1披かl勺における塩基ガス

のヲ己′卜が械めて少呈‡主のた･れ 海水による批浄が吋能であるr〕

f征水の刷jl】ができないj湯ナナは,二｢j湯内ブロー水,丈はプロセ

ス水をfl川Jする｡二のように∠左佃で効率的なド1∴壬i二‾ノブJ(により,

排オスr‾いの比化水素汁イ√遥は5ppm以下,塩素ガスは1ppm

lユ‾卜とすることができる.っ

図3は臼+】./二塩酸帥叫丈二尖込:のうち,卜1川文士加生娘性18wt%■の場

√㌢の系統阿をノJこす｡

表l プラントのイ士様 廃液の組成の変動幅によってプラントの仕様は

)央定されるので,長期間にわナニる廃)夜組成分析が大切である.二

項 目 l 仕 様

廃液処王里塁 (kgバ1)

%

%

W

W

⊥.-

≡1

625

35---55

5､了

廃液組成l｡.(仙t%) +
40-､60

0----1巳其の他ト～t%)

回収塩酸濃度 (wl%) 16---18

HC】(ppm) く5

くl
1

排ガス組成
Cトミ (ppnl)

楕 動 毒 (%) つ･90

所要敷地面積(装置)(汀1ご) I 230

2.2 塩酸回1収装置運転実績の一例

2.2.1 プラントの仕様

l一丁那ルに工休J(仝什納め11上土加如†川丈装ぉのプラント什恍を

表1にホすし▲

2.2.2 プラントの性能

表2に,トij什納め上加如州丈装｢irこの′長者i逆転の上安ヂ【タ例

を示す｡

表2 運転実績の一例 プラント完成後,直ちに性能テストを行ない廃

液処王里量,回収塩酸濃度,寺非ガス組成,運転操作変動幅などの保証値を立証L

た｡

項 目

一乗作(り

運転実績

操作(2)

運転実績

廃1在処王里量(kgハ1)

回収塩酸量(l糾ノt%)(kg川)

燃焼空気量(Nrn‥ソll)

残0ご量(%)

炉内温度(こC)

702.7 608.0

l,81卜Ol′445.5

4′800.0 4′300.0

.3.0-

l′050.0

l

3.2

l′柑0.0

炉内圧力(mmA(1)

水噴霧量(kg′′h)

--2()_0 -20.0

l′200-0 l′040.0

クエンチャー出口ガス1昆度 (Oc) 96▼0 94.Z

クエンチャー循重責フ夜墨(m:リーl) 16.3 16.6

クエンチャー圧力損失(mmAq) 225.0 220.0

吸収塔下段出口ガス温度(Uc) 88.3 82,0

吸収塔中段出口ガス温度(Oc) 8卜5 76.5

吸収塔圧力損失(含ド余害塔)(mmAq) 2了0.0 260.0

排ガス出口ガス温度 ぐC) *l18.0 *ご19.0

含Cl2量(分析値)(ppnl) 0.2 0,3

含HCl量(分析値)(p【〕【¶) l.4 2.0

フ主二*l,2は,排ガス洗浄用)毎水温度 ぽC(冬季データ)

11
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柑wt%HC=司収量

廃液処理量

一
敗王里量450tノ′月

(設計べ【ス)

1.000

500

処理量410t./月

(設計ベース) 定期修理及び能力Up(10%)

48〃01112 49/1 2 3 4 5 6 7 8 9

図4 廃液処理量と回収塩酸量 クローズドシステム設備は,装置

性能とともに信頼性に富み,安定した運転が可能であることが要求される+

ニの例に示すものは,廃液処理量625kg/h程性のもので,

二の形式のものとLては中形のものである｡

またこのソ陀の装置は,装置性能と併せていかに信輔竹三に岩音

み,且つ安定Lた運転ができるかがキーポイントでもあるが,

この装置の完成に当たっては,日立製作所の基本技術をベーー

スにJ応用面で昭和`i‾E二⊥株式公什と共同で努力Lた結軋 図4

に示すように安定Lた運転ご状態を得ている｡

スチーム

反応炉

同 日立硫黄回収装置

3.1 プロセスの説明

硫化水素から硫黄を回収するプロセスには,古くから伝え

られているクラウス法と呼ばれてし､るものがあり,これは硫

化水素の部分酸化により単体硫黄を生成させるもので,その

反J心1(は,

H2S十1/202=H20十S＋49,600kcal‥…･･･…･(3)

で代表されているが,実際の装荷設計上では,次の2J(の組

ナナせで巧‾える｡

H2S十3/202=SO2十H20十125,800kcal……(4)

2H2S＋SO2=3S＋2H20十22,900kcal…=･…(5)

プロセスの基本は前述したとおりであるが,原料硫化水素

ガ'スの濃度により次の三つの方法を使い分ける｡

3.l.1全i充プロセス(ストレート スルー方式)

この方式は硫化水素濃度が45%以上の場でナには址も効率の

良い方法であり,原料ケースの全量を反応炉に供給し,上山む炉

内で,(4),(5)⊥〔の反応を行なわせ,更に触媒を用いた2f貨又

は31三笠の枝応器を設ける方法であり,.呪在J泣も普及している

方式である(図5参照)｡

3.1.2 分流プロセス(スプlノット フロー方式)

この方式は供給する原料か'スの硫化水素慎也が15～45%柑

性の場ナナに用いる方J℃であり,原料カースの1/3量だけを反応

炉に供給L,k応炉中では,(4)J〔の反応だけを行なわせ,更

に確りの2/3の原料オ､スと辻占でナし,触械=付J丈応器で(5)式の技

工仁を行なわせることにより硫黄を生成させるものである(図

6巷鞘)｡

3.l.3 直接酸化方式

二の方式は原料ガス中の硫化水素濃性が15%以‾卜と帆い場

介に川いノ〕れる方式で,原料ガスと空1tを所忘三のf且工怯まで予

熱して清二接触媒付反応器に供給し,触媒によI)(4),(5)式の反

応を行なわせ,硫黄を生成させるものである(図7参照)｡

う､

ポイラ

スチーム

コンテンサ

リアクタ

硫黄タンク

図5 全流プロセス フローシート 2段反応器方式の最も普及Lているフローであり,コンデンサの

後流に最終コンデンサを設ける場合もある｡
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スチーム

l

)

スチーム

†

I

ノ

燃焼炉 Jポイラ

滋.=iゝ -:‾､1

ンサ+ コンテ

l

硫黄タンク

図6 分ン充プロセス フローシート

区17 直接酸化プロセス フローシート

式である.っ

リアクタ

原料ガス中のHコS濃度が45%以下の場合に用いられる方式である

スチーム

コンデンサ

リアクタ

硫黄タンク

予熱器

原料ガス中のHコS濃度が15%以下と低い場合に用いちれる方

3.2 装置の説明

硫黄回収装置はイ捕描写ごき望工場糊グ)楊･′ナ,孝三‾;左?羊韻は100t/d

から250t/d柑空の人形なものが多いが,他の化学‾｢城川(川.

し,㍍〔来はソーダ洗i争などの方法によl)処二叩さjLていたため,

ほとんど開いられていない)の場合は2t/dから6t/dと非絹'に

小茶壷になるものと思われる｡

過竹の硫黄いトリ丈装こ軒3)については,既に多くの.識‾抑二より

似flfl,装置の概要についてプ邑表されているため,ここでは′卜

谷呈硫黄川収装i;一ての慨器純成,コントローール システムについ

て奇才り卜するし-.

3.2.1装置の機器構成

′ト布呈装諦‡の場合は凶収単向上,逆転の布引勺三などの観止

から,仝流プロセスを採絹するのが拉も望ましい(つ その場′ナ､

装道の機器肌成は次に述べるように非ノ済に単純化されるく〕

(1)k応炉(クラウス炉)

二のノー如己炉では,原料硫化水素の1/3を燃焼させSO2に転

13
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化L,l･小寺にその燃放熱により(4状のJ丈J芯を行なわせること

により,原料ケ叫--の65%以l∴の硫化水姦を硫黄に転化させる｡

(2)ボイラ コンデンサ

ボイラ コンデンサは燃焼ガス(反応オ､ス)の樅熟ボイラと,

3人!壬‾丈は4抵の硫黄コンデンサを1鵜の熱交換器にまとめた

ものであり,装i茸のコンパクト化に大いに貢献している｡

(3)J∠J心 汁二王

反L‾じ炉で末比応として残ったHzSとSO2ゲスをボーキサイ

ト又は,アルミナ触喋により触≠比和層で1800cから240ロc不さ.与

J空のブJ.,L度城で(5)式の反J心を行なわせ凹収率を向上させるもの

で,2f芸文は3段の触株屑を用いる｡二の反応器は2北又は

3J一!壬となるが,/ト不買装置の場合には1堪の横形ドラムに収

納することによリコンパクト化される｡

(4)硫黄貯槽

硫黄貯槽は大容量装置の場fナは地‾Fビット方式を採る秒告

があるが,小容量装讃の場合ははとんど地_lエタンク方式を抹

JHLている-⊃ いずれにしても,硫黄凶化l坊止のため,タンク

には,スチーム ジャケ･ソト,内接スチーム コイルをi言貨ける二

(5)インシネレMタ

硫黄h_州丈装道を川るガス r適瑞はテールか､又と呼ばれるノ

中には末†丈応のH2Sが1%柑空合イ】▲Lてし-るため,そク〕処理

として,通常はインシネレークにより他の燃料ととい二燃他

させ,SO2に変えて処J巧=ノている｡

3.2.2 硫黄回収装置の制御

他のプラントに比べて肌成慌器が少ないため,主賓制御部

分は,塀揮トゲスと?iウニt流妄言:の｢別札 原料系の圧力利札J丈応

器のfJ;い空調軽と非′.=;ミーに少ないが,その逆転及び硫黄巨州丈率は

比較的安定している･｡Lかし,日立硫黄回収業甚は′ト茶壷装

置でも,その道転ノ之び硫黄【r州丈率を安定させるため､次のよ

うな考櫨を払っている｡

(1)原料硫化水素とぅこウニもとのi上之で汁ヒを比ヰ㍉削御

クラウス反応を効率良く行なわせるためには,前述Lた上之

J心∫じ(5)式に示すようにH2SヒSO2のモル比を2:1にするこ

とが必要である｡ニの装置では,計器によ1)原料H2Sと空1t

のf比丹比を比率制御させ,軌二,テ【ルカー'ス中のH2SとSO2

の濃度をガス分析計により検川Iノ,フィードのH2Sと空乞もの

i王･占ナナ比か適正値となるようl′i卓柑司ゃするシステムを採用して

いる｡Lかも,二のシステムは連続iてi軋H棚卸である｡

表3 性能の一例 反応器を2段に設けたプラントの硫黄回収宰,蒸気

発生量など,性能に関する数ノ値を示す._

項 目 数 値

原料HコS流量(Nr-1↓′′｢-) l 10′432

原料H｡S濃度(rno】%)

原料空気量(N汀1･りh)

反応炉内圧力(F¶mAq)

反応火戸内温度(Dc)

第一反応器入口温度(Uc)

第二反応器入口温度

硫黄回収量(kg′ノh)

硫黄回収率(%)

石充責純度(wt%)

蒸気発生量(kg′/り

十

‾‾‾!‾

1-｢-

竺)---+
‾‾､‾十

86.5

22′356

3′300

l′280

231

232

】2′230

94.5

99.7

26′530
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(2)k応器人工コi法度の調整

硫黄コンデンサを出たJ丈応ガスは1508c柑空に冷却されて

いるか,反九仁器に供給する場合は2200c柑空に昇i止させるの

が望まLい,つ この井fんL方法は,大谷量装-こ琵の場でナはインライ

ン バーナ方式が多く採用されているが,/ト茶壷装荷の場fトは

藩転を谷為にするためホットガス バイパス方式を採用してい

る｡二のホlソトオス パイパス方⊥(とは,J丈応音詩入【lオ､スに†一之

I心帆l=コの了てl古iはkLヒガスを 一郎バイ′ヾスさせてさ比性朋空器を打

ち-うものであるが,そ･の拭作は手動のバイパス介により行な

う｡二の′ヾイパス弁は運転初期に操作して弁川+性をセットす

ると,逆転中の揺作ははとんど′比､安がない｡

臼+王統黄凶収巷㌫削土,自動逆転方式を才采川Lて才ぅり,肘にな

どのJ川印判二は[け帥勺に逆転を件1卜できるようになってし､る:′

3.3 テールガスの処理方法

油化クラウスk.ん己による硫矧桓川文裟こi一ニ,三から放出されるテ

ールオ1ス[いこはH2Sが1･0%,SO2が0.5%柑_空域存しており,

fノ∈射まこれをそク)まま焼却炉で焼却し,己lご∴吐突から大1(放=

Lていたが,近年の践Lい公二.壬;二規制に対処して行くために､

テールオ'スの処J二Il与を行ない.クリ--ンガスとLて大ニt放出す

ることが必要となってきたっ

硫則[-!川丈装ii▲-この･テ【ルオス処J=ll与扶ヒLては,ニ火のようなノノー

ざ+こがあるこ

(1)テールゲ叫1のSO2をH2道化L,H2Sとして硫矧!刺舶三

l■こにリサイクルする〔､

(2)テ”′レオス+け)SO2をH2述ノ亡し,ソルベントを川いて硫

黄とLてL‖川丈する｡

(3)ソルベントを仙い､溶融硫黄として担+収する｡

(4)テー′しカ､1スを焼却して,排便脱硫ノ7⊥いこより,オ｢汚,ポ

ウ硝などにより処押する､

以上の上うに処月リブ■法は純々あるが,その/J法の過去は_l二

城の､｢′二地矢作に†ナったものを逃;上しなければならない｡〕

3.4 日立硫黄回収装置の性能

装‾FFこ実地例とLて,2f貨杖応昔芸万上〔の場ナナの件能データを

表3にホす｡

【l 結 言

化牛フ‾ラントのクローズド システム化として,姑近その壬占二

が非′.叫二多く,且つ問題の多し､有機塩化物の廃液や,パルプ

その他,硫化水素をヲ己1÷するプラントの排カ､､スか↓l〕,それぞ

れ塩吼 あるいは硫黄を【l=･川丈Lて排ガス中のイJ‾仲裁分を瑞稲

城rM山ユトに抑制L柑る托術をIi壬+党Lたので,二二に紹介し

た｡ノ11川柑Jに環境化と仝,れでさ子原,吊エネルギ【を指一戸-Jしてい

かなければなノブな-い趨勢にあって,クローーてド ンステムの1j臼

発は+Hミ■に雉Lいノ.-.】二はあるもグ‾)の,-､f仁札 所Lく偶発すべき

末ヤ洲1の比和がl=柿Lており,ノミ1くし手工上ぬ興+味ある問題が残

されている.､

今子麦は,｢総最馴iり+抹=の1し連もあって,ますますクロー

ズ'ド化が必安ヒ左･るが,臼､ンニ与望作巾は総′ナプラント ノーか-

の別ノ1(を十うナにゞ利一JL､ユーザーあるいは′i▲i■公_､二亡尉｢究機lしさjと

タイアソフ■Lて,楷梅r小二この間三越に枇り組んでいく考えで

ある｡
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